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研究成果の概要（和文）：我々はよい出来事やわるい出来事を経験するとその原因を推測し自身や他者またはそ
の他の存在に帰属する。社会的原因帰属の神経機構を調べるために、マカクザルが他の同種個体と共に行動する
状況のもとで自己や他個体が関わる出来事の原因を判断し、自分たちがおかれた原因構造の理解とその更新を課
する実験系を構築し、行動実験を行った。サルは自身の判断を通して原因構造の理解やその更新ができるという
結果と共に、他個体の判断を見ることによる原因構造理解の促進や、出来事に関わったのが自己・他個体・仮想
的他者のいずれなのかによる判断傾向への影響というかたちで、サルによる原因帰属の個体間相互作用を示唆す
る結果を得た。

研究成果の概要（英文）：When we experience good or bad events, we attribute the causes to self, 
other persons, or other entities. To investigate the neural basis of social causal attribution, we 
have constructed a behavioral task in which macaque monkeys were imposed to judge the causes of 
events involving self or other conspecific, to understand the causal structure of the events, and to
 update the understanding when the causal structure was changed. The monkeys were able to understand
 and update the causal structure through their own judgments, and we also obtained results 
suggesting interactions with others in causal attribution of monkeys about the effects of 
experiencing other’s judgments on their own understandings of the causal structure and the effects 
of whether self, other, or virtual agents were involved in the events on the tendencies in their 
judgments.

研究分野： 認知神経科学

キーワード： 認知神経科学　マカクザル　大脳皮質

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
出来事の原因を自己や他者に帰属することはわれわれの日常的な自己理解・他者理解における重要な認知過程で
あり、また統合失調症などの精神疾患では原因帰属に偏りが生じることが知られている。非ヒト霊長類の社会的
な原因帰属における他個体との相互作用に関する本研究の方法論や知見は、サルにおける社会的認知行動の理解
への寄与に加え、動物にのみ適用可能な計測手法・介入手法による社会的認知機能や精神疾患の解明につながる
と考えている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
われわれは、自分自身や他者が関わるよい出来事やわるい出来事を経験すると、その原因を推
測し、自身や他者またはその他の存在に帰属する。その際に、ネガティブな出来事を過度に自
分のせいだと思ったり、ポジティブな経験を過度に自分のおかげだと思ったりすることは、健
常者においてもよくみられることである。臨床心理学では、精神疾患における妄想は、健常者
にも存在する原因帰属の認知バイアスの過度なあらわれであり連続スペクトラムをなすとする
立場がある (Bentall et al. 1994)。また自己への原因帰属は自己認識の重要な側面のひとつ
であり、社会心理学 (Kelly 1967)、発達心理学 (Gweon et al. 2011)、人工知能 (Russell 
and Norvig, 2004) など多くの学問分野の対象となってきた。 
しかし自己への原因帰属に特異的に関わる脳部位は、ヒト脳機能画像研究においていまだはっ
きりしていない（Kestemont et al. 2015; 自己や他者や外部的状況に原因帰属するときに共
通して側頭頭頂接合部や後部帯状皮質などが賦活することが報告されている）。社会的な原因
帰属を支える神経基盤を詳細に調べるためには、原因帰属に関連する行動実験と同時に電気生
理学的・薬理学的・遺伝学的・組織学的な計測手法・介入手法を用いる研究が不可欠であり、
これらの手法は侵襲性を伴うためにヒト以外の動物を研究対象とする必要がある。近年では、
自己認識が関係するとされる行動の知見はヒトに限らず、とくにマカクザルにおいても複数報
告されている（Chang et al., 2015; Couchman, 2013）。一方で社会的な原因帰属に関する神
経科学的研究はおもにヒトを対象とした言語を介した行動課題を用いており、言語を持たない
ヒト以外の動物の行動実験に直接適用することができない。 
そのため、われわれはこれまでに、動物における神経科学研究を行うために必要となる、言語
を用いない社会的原因帰属の行動実験系を構築し、サルをヒトやコンピュータモニタ上の仮想
的な他者とともにこの課題に参加させて原因帰属行動を調べてきた。本研究ではこの行動課題
を発展させ、サルが 2頭同時に参加して同種他個体と行動をともにするような社会的状況にお
ける原因帰属行動の検討を行う。 
また、サルの社会的原因帰属に関わる皮質神経活動の計測および介入部位の特定のために、研
究代表者の所属研究室において長谷川・川嵜ら（研究協力者）が確立してきたマカクザル大脳
皮質における皮質脳波法（ECoG; Matsuo et al. 2011）を用いる。 
 
 
２．研究の目的 
 
社会的な原因帰属の神経科学研究は従来おもにヒトを対象として言語を用いた行動課題が使用
されてきたため、われわれは非ヒト霊長類を被験体とするために必要な、言語を必要としない
行動課題を構築してきた。これまでにマカクザルがヒトないし仮想的な他者とともに課題を遂
行する際の原因帰属行動を検討してきたが、本研究では 2 頭のマカクザルを同時に参加させ、
同種間での社会的状況における原因帰属行動を調べる。 
サルが、自分自身や同種他個体が関与するよい出来事やわるい出来事を経験し、複数の異なる
出来事に対してそれらの原因が自分や他個体にあるのかどうかを自身が判断・検証することを
行うことを通して、自分たちがおかれている原因構造を理解したり、原因構造が変化したとき
にその理解を更新したりすることができるか調べるとともに、他個体の判断をみることによる
自身の判断への影響や、出来事に関わったのが自己・他個体・仮想的他者のいずれなのかによ
る判断傾向への影響など、原因帰属における個体間相互作用を検討する。 
 
 
３．研究の方法 
 
非ヒト霊長類における社会的原因帰属行動を調べるために、マカクザル（Macaca fuscata）を
用いて、自己や他個体が関わる出来事の原因を判断して自分たちがおかれた原因構造を理解し、
その理解を原因構造の変化に応じて更新することを課する行動実験を行った。実験には 2頭の
マカクザルを用いた。本研究における行動課題は、これまでにわれわれが構築してきた、マカ
クザルを対象とした非言語的な原因帰属課題を発展させ、2 頭のサルを同時に参加させて同種
間の社会的状況にしたものである。この行動課題では、複数の行為者（被験体であるサル、あ
るいはモニタ上に表示される仮想的な主体）のうちの一頭（一人）が、提示された複数の物体
のうちひとつをタッチすると、よい結果・わるい結果（ジュース報酬の有無）のいずれかが発
生する。出来事（タッチとその結果）のあとに、被験体であるサルは、よい結果またはわるい
結果を引き起こした原因が行為者と物体のどちらにあるのかを判断する。各試行は、複数の出
来事とそれぞれに対する被験体の判断の繰り返しからなるが、各出来事の間で行為者ないし物
体は変わることがある。それぞれの行為者や物体が関わる出来事の結果は、そのときに設定さ



れている制限（因果構造）のもと試行間で変化する因果関係により決まっている。因果構造や
各試行の因果関係は被験体に明示されず、被験体は複数の異なる出来事とそれらに対する判断
を通じてその試行における因果関係を探索する。そして、異なる試行を経験することにより因
果構造を理解することができれば、その理解に基づいて新しい試行の出来事の原因判断を行う
ことができる。 
 
 
４．研究成果 
 
本研究では、マカクザルが他の同種個体とともに行動する社会的状況下で、自己や他個体が関
わるよい出来事やわるい出来事の原因が自己や他個体にあるかどうかを判断する行動実験を行
った。 
マカクザルが自身で原因判断と検証をくりかえして自己や他者・そのほかの実体の関わる出来
事の原因構造を理解し、また原因構造が変化してもその理解を更新して適切な原因帰属行動を
とることができると同時に、他者が原因判断する様子を観察することによっても、自分たちの
置かれた原因構造を理解し、そのあとに自分でも出来事の原因判断をすることができることを
示唆する結果が得られた。また、出来事の原因構造がサルにとってまだ不明確な状況での原因
帰属行動を検証したところ、サルは自身で原因判断の試行錯誤したときだけではなく、類似し
た出来事を他者が原因判断するのを観察しただけのときも、少数回の出来事とその原因判断の
後に、より適切な原因帰属行動を行うことができることを示唆する結果を得た。以上の結果に
ついて学会発表を行った（Adachi et al. 2021 日本神経科学大会）。 
ヒトにおいては出来事の原因を自分や他者やそのほかの存在へ帰属する傾向について多くの報
告があるが、本研究では 2頭のマカクザルがともに社会的状況に置かれたときに、自己や他個
体による原因判断を十分に経験せず原因構造を理解していない段階において、出来事に関与す
るのが自己・他者・画面上の仮想的他者のいずれであるかによって、これらの個体やそのほか
の存在への原因帰属に異なる傾向があることを示唆する結果を得た。この結果について学会発
表を行った（Sugiyama, Adachi et al. 2022 日本神経科学大会）。 
これらの行動に関わるサル大脳皮質神経活動を計測するため、ヒト脳機能画像研究において一
般に原因帰属に関連するとされる脳領域の相同部位を中心に対象領域とする ECoG 電極を設計
開発した。 
出来事の原因を自己や他者に帰属することはわれわれの日常的な自己理解・他者理解における
重要な認知過程であり、また統合失調症などの精神疾患では原因帰属に偏りが生じることが知
られている。非ヒト霊長類の社会的な原因帰属における他個体との相互作用に関する本研究の
方法論や知見は、サルにおける社会的認知行動の理解への寄与に加え、動物においてのみ適用
される詳細な計測手法・介入手法による社会的認知機能や精神疾患の解明につながると考えて
いる。 
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